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衛星画像を用いた大気エアロゾル光学特性と地表面反射特性の同時導出アルゴリズムの実用化
Practical s印dyof retrieval algorithm for both aerosol optical property and reflective property 
for ground surface from satellite imagery 
そのl:MODIS画像を用いた地表面アルベドの導出精度向上化の検討
Part I: A study for improving the precision of ground albedo retrieving合omMODIS imagery 
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背景と目的
・これまで、地表面をあらかじめ「水・雪氷」、「植生J、「土壌」、
「都市人工物」の4つのカテゴリに粗〈分類（大分類）した後に、
ASTERライブラリの分光反射率と比較しながら地表面物質を
特定し、地表面アルベド（参照アルペド）を導出してきた。
・この参照アルペドを大気観測に応用するため、放射伝達コード
を用いて逆問題として解くことにより、大気中のエアロゾル光学
的厚さ（企erosolQptical工hickness:AOT）を算出しようとする場
合、陸減、とくに績生域で、AOTの値が過小評価されるという
問題があった。
－また、これまでのアルゴリズムは、大分類に、植生指標
例DVI)、水指標（NDV.ぺ）、土犠指標（NDSI)を用いていたが、
それぞれの闇値をいくつに設定するかによって結果に影響が
あるなど、汎用性が低い函もあった。
・以上のことから、本研究では参照アルペドの導出アルゴリズム
を見直し、分類精度の向上と自動化を検討する。
＼ 
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これまでの分類方法「 酔n/t邑晶語圏圃置 卜分類規則
’ー2007年6月5日北海道のMODIS原画像（太陽、センサの高度、方
位補正および大気分子の吸収の
み補正）
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4 Group 3 and NOVI< 0.16 → Group4 （鶴市）
各グルー プ毎に分光反射率デ－$1ベー スから割
NDSI画像（土砂、轟林、耕作地の分雌） り当てて得られた地表面アルペドマップ
分類方法の改善
• ASTER分光反射率ライブラリの例
・マルチレベルスライスにより、分類グループを再検討
・新しいグループに対する分光反射データ割り当て方法の検討
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2007年6月5日北海道のMODISチヤ チャンネル毎に移動平均処金をした ・この18グループで画像全体のピクセ
ンネル2のヒストグラム 後、差分および2階差分で特徴を抽 ル総数（2592 000）の約70%を占める。
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メンバの存在しないグループには、ライ 少数派グループ（数十ピクセル
ブラリから逆引きで類似度の高いメンバ 以下）はその他としてまとめる。
を割り当てる（今回は5メンJ・o。
分類結果 ・下の5つのグラフl主、大分類された各グループを示す。グラフはアルベドの大きい順に並べた。
数字はグループ番号で、ピクセル数の多い順の順位を示す。括弧内の数値は、全ピクセルに対する割合を示す。
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これらのグループは全波長で高いアルベド在 二れらのグループは短波長で高いアルベドを これらのグルー プは、可視蟻とくに赤バンド これらのグループはピウセルを少数しか持たない
示し、水の吸取のある波長16山nでも高い 示し、波長が長くなるにつれて7）レベドが下 で低い7）レベドを示し、近赤外域より長い波 がグループ数は多〈．その他としたグループの例で
値を示すため高層雲の可能性が高い． がるため、低層雲または海面と.のミウセル、 長でアルベドが高くなるため、植生である可 ある．可視緩から近赤外域になるにつれて7）レベド
もしくは冨氷の可能性がある． 能性が高い．近赤外婿以上の7）レベドの大 が高〈なるため土織である可能性が高い.l波長
きさの遣いは、土壇とのミヲセル比率や、水 側の値が綿々 であり、植生とのミヴセJしである可能
分含有によるものと考えられる． 性が高〈、水分にも’E書されていると考えられる．こ
－下の図は今回の分類による結果を示す。比較のため大気補正画像と、前回の分類j去による結果も示す。
のためグループが細分化されたと考えられる．また
これが、銀分類のー 固と考えられる．
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これらのグループ1立、ピヲセJレ散が非常に多い
のが特徴であり、また全波長でアJレベドの値が
低〈、さらに畏波長になるほどアルベドが低くな
るため、海表面である可能性が高い．アJレベド
の大きさの遣いl立、水の濁りや.とのミウセル
によるものと考えられる．
・本分類法と前回の分類j去を比較すると、本分類では地上で植生のアル
ペドが過少評価されていて土壊に近い値を示す。大気補正画像と比べる
と、前回の方法では植生のアルベドが過大評価されているため、対照的
な結果となった。
スカイラジオメー ヲ観測値による2007年6月5目 前回の分類方法による分類結果の 本分類方法による分類結果のRGB合成
北海道の大気補E画像 RGB合成
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・海上に関しては、その他として分類されたグループから、土犠と雪氷の
ミクセルが選択されている。これは、雲に関する詳細なメンパが少なく、
長波長仮I］の影響を強く受けているためと考えられる。
・今回、グループ数が多く、ピクセルの少ないグループをその他としてまと
めたが、今後、類似のグループ同士をまとめるなど、グループ数の縮小
を獄みる。
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